
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10 回 理事会  

日 時 令和 2 年 3 月 9 日  19:15～21:20 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、志岐浩二、大石勝規、 

(Web)永木照彦、浦川純二、重松康志、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、 池田章子 

監事：平野英三、柿田謙三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）会計内規改廃について 
  先月承認した案を規約審議委員会に提出し修正したもの。(資料参照)内容はほぼそのままで文言のみ変更

となる。(資料参照)地区部長にも改めて周知する。附則で 3 月 9 日修正、4 月 1 日施行と明記している。
参加費について、大学院生については理学療法士の免許がない在学者であれば学生となる。新プロ対象
者は参加費無料の記述は削除。新プロの概念終了後は再度作り直す。審議の結果、提案通り可決され
た。 

２）令和 2 年度事業予算について 
前回からの変更点について、今年度 2 月、3 月の事業は中止し、臨床実習指導者講習会だけ予算と共に次
年度に持ち越し。諸謝金として当日運営費を増額。休会、退会の増加に伴い収入を減らしている。試算
上ぎりぎり黒字で公益目的事業比率は 82％。遊休財産は 960 万円。ここに中総体の事業費 135,000 円を
追加し、会員数を 2010 名で計算した予算を審議、また微調整を三役預かりとすることも審議とす
る。審議の結果、提案通り可決された。 

３）令和 2 年度事業計画について 
   前回からの変更点として、臨床実習指導者都道府県講習会と中総体、ハラスメント研修会を追加。

各事業の開催時期 1 か月前には決めるようにする。講師は可能な限り県内の認定・専門 PT を設定する。
審議の結果、提案通り可決された。 

４）学会監査の日程について 
第 31 回学会監査と会計監査について、学会監査は 3 月に行う必要あり。例年委員会と同時開催。大会長
のスケジュールが不明。大会長のスケジュール把握後、規約審議、表彰、倫理、選挙管理の各委員長宛
てに連絡。日程を笹原理事に委ねるということで審議。審議の結果、提案通り可決された。 

５）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について（3月4日までの申請分）について 
士会指定事業が 6 名挙がっている。③番の介護予防についての要件が不足、その他は問題なし。①、
②、④、⑤、⑥の方と③の地域ケア会議について、また今後 3 月末日までに挙がった分を三役承認と
することについて審議。審議の結果、提案通り可決された。 

６）島嶼部 サテライト会場での研修会開催の検討について 
     島嶼部でポイント研修が行いにくい現状から、ポイント付与できる研修会のサテライト開催を検討中。

トライアルという形で候補を学術研修会と理学療法士講習会に絞る。参加受付の人数と終了時の人数確
認は地区部長に委ねる。原則事前申し込みで事前、事後の参加者の生涯学習部への報告を義務付ける。
VTR は認めずリアルタイムのみ。7 月 12 日予定の理学療法士講習会でトライアルとしたい。JPTA 主催
で参加費は会場、サテライト共に 3,000 円。7 月 12 日にトライアルを行った後、手引き書の作成・整
備していく流れについて審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ７）新入会員承認について 
   休会 79 名、退会 9 名、復会 6 名。子育ての為休会という理由が増加。女性に対するケアについて検討し

ていく。審議の結果、提案通り可決された。 
 ８）日本理学療法士協会代議員 補欠候補推薦について 
   3 月 16 日までに補欠代議員の決定を。7 名定員で 8 名の立候補があり、選挙規定上 8 番目の方が補

欠第 1 号。もう 1 名を前回に引き続き浦川理事にお願いしたい。8 番目の方が辞退した場合は永木
理事を推薦する。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
 １）勘定科目表変更について 

今年度決算と次年度予算で勘定科目に変更有。事務職員給料、九州ブロック拠出金、公認会計士報酬な
ど、雑費勘定に計上したものを諸謝金の整理に合わせ、臨時雇賃金や支払負担金などを新設。雑費を租
税公課に変え、税金のみとした。光熱費の独立し、保険を追加。科目の新設で管理費の公益目的事業へ
の配賦が可能。管理費内訳の概ね 8 割を公益目的事業費に配賦する旨を県医療政策課から了承いただい
た。 

 ２）2019 年度専門・認定理学療法士情報交換会について 
学会にタイアップしてランチミーティングを開催。42 名の参加でかなり高評価だった。今後時間配分等



検討しながら継続していく。 
 ３）平成 31 年度 （公社）地域ケア研修会 ⇒ 中止について 
   研修会は中止、会議等で予算は執行。金額は資料通り(資料参照)。 
 ４）令和元年度 （公社）長崎県理学療法士協会 介護保険部研修会について 
   2 月 22 日に大村市民病院にて開催。講師は村木先生と村山先生で参加者は 23 名。 
 ５）刊行物の発行に関する事業、小児リハビリテーションマップについて 
   今年度会議を 5 回行い、内 2 回は介護保険部と合同。作業は 3 回でアンケートを配布。小児リハの方が

60%程度の回収率。今回、放課後デイの調査で児童福祉施設に向けてもアンケートを実施したが、回収
率は 20%程度。来年度、ネットで更新していく形を検討。アンケートの発送先を会員個人名宛から施設
の責任者様宛に変更を検討。もともとリハ専門職 3 団体に長崎県リハ支援センターが加えた 4 団体の事
業だが、現状他団体の実務的な協力がほとんどない。また多職種で使いやすい内容なども含め、組織運
営検討委員会で検討する。 

 ６）平成 31 年度（令和元年度）（公社）長崎県理学療法士協会 第 3 回県北地区研修会（＆懇親会）につい
て 
第 3 回の研修会を 1 月 18 日にフラッグスにて開催。参加者 55 名、講師 4 名。懇親会も開催。 

 ７）島原地区部長の交代について 
現島原地区部長の野口先生が退任の意向を示され、後任を検討。次の総会までにメンバーのリストアッ
プを行い、地域局長へ連絡。その後三役へ報告という流れとする。 

 ８）（公社）鹿児島県理学療法士協会創立 50 年式典・祝賀会参加報告について 
2 月 15 日に塩塚相談役と参加。鹿児島県士会は会員数が長崎とほぼ同規模で参考になった。学会と抱き
合わせでの祝賀会だった。参加 150 名、来賓 35 名であとは県士会会員。会員は一律 5,000 円の参加費で
食事は 8,000 円の内容ということ。4 月から委員会を発足し、始動予定。 

（３）その他報告事項 
 １）臨床実習指導者講習会について 

来年度は 4 回開催したい。また中央講習会が 3 回あり、養成校から 7 名派遣予定。 
 ２）佐世保市生活支援体制整備事業業務受託事業者審査等に係る委員について 

佐世保市生活支援体制整備事業の業務受託事業者審査等に係る委員会から、現任の永木理事の任期満了
に伴う新たな委員の推薦依頼あり。2 期継続可能ということで永木理事留任。 

 ３）九州作業療法学会 2020inNAGASAKI について 
6 月 20 日、21 日長崎ブリックホールにて標記学会開催予定。開会式に大山会長出席予定とする。 

 ４）九州学会について 
ホームページ作成中。機器展示は 5 社希望あり。バナーは学校が 2 校あり。賑やかなホームページを目
指す。 

 ５）4 月の事業について 
日本理学療法士協会から 4 月中の事業は全て中止の連絡あり。新人オリエンテーションも中止か延期。 

 ６）長崎理学療法について 
長崎理学療法について、本日最終稿の入稿が終わり 25 日発送予定。 

 

 


